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医療機関や介護事業者の一層の連携 

社会福祉法人こうほうえん 理事長 廣江 研 

 

Ⅰ社会福祉法人と株式会社の経営 

○ 社会福祉法人の経営の近代化 

○ 社会福祉法人のオーナーは 

○ 社会福祉法人の内部留保について 

○ イコールフッティングについて 

○ 第三者評価制度・・・全国一律の利用者から見ての見える化 

○ ガラスレスの情報開示 

○ 非課税法人としての地域貢献事業 

 目標値の設定 

 リスクの高い事業への参入 

 先駆的サービスの開発 

 減免制度への対応 

 生活困窮者への対応 

 措置制度の担い手 

○ 家族的経営からの脱却 

○ 組織強化…合併・協同化 

○ 時代に合った労働法規等や通知の一部改正…小規模サービスへの対応など 

○ 財務諸表の公開と外部監査の導入 

 監事の常勤化 

○ 自治体の専門職員の養成と公募の透明化 

資料５ 
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Ⅱ社会保障制度改革国民会議報告書の医療・介護について 

○ 少子化対策・・・待機児・過疎地対策 

○ 子育支援・・・早婚化、多産化 

○ ワークライフバランス 

○ 混合診療は医療特区で検討 

○ マイナンバー制度の完全実施 

○ 高度急性期病院から在宅系サービスまでの再構築（効率化・重点化） 

 病院機能の再構築 

 サービス付高齢者向け住宅のサービスの質 

○ 医療完結型医療から地域完結型医療へ 

 “治す医療から治し・支える医療” 

 院内チーム医療から医療・介護連携 

 ターミナルケア 

 かかりつけ医（総合診療医） 

○ 人財育成 

 専門職の業務内容見直し 

…医師（総合診療医）、看護師（特定看護師）、 

 介護福祉士（一部医療行為） 

 産業構造の変化に伴う雇用保険の見直し 

 ２０２５年に向けた看護・介護人財のグランドデザインの構築 

 介護人財の EPA 即中止と外国人の研修制度導入 

○ 医療・介護の海外進出 

 ノウハウ 

 コンサル的事業 

 人財育成 

 政府現地機関の支援 

 情報提供 
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Ⅲ医療・介護連携と地域包括ケア 

○ 医療法人・社会福祉法人制度の見直し 

 一体化の可能性は 

 規模のメリットの追求 

○ 地域包括ケアとは 

 ＱＯＬ（ここに住んでいてよかった）の向上 

○ 地域包括ケアシステムと医療介護の連携の構築 

○ こうほうえんの取り組み 

○ 向う三軒両隣の再構築 

○ 地域連携パスを上流→下流を逆方向に 

○ 予防は医療・介護一体で実施 

 健康寿命の延伸 

 レセプト活用 

 企業・被保険者へのインセンティブ 

○ 総報酬制の導入 

 医療・介護保険ともに 

 ２号被保険者の年齢を引き下げる 

○ ＩＣＴ化の推進 

 作業の標準化 

 ３Ｄプリンターの活用 

○ 機器の開発 

 補助具、ロボット 

 ノンリフトポリシーの義務化 

○ 患者教育・利用者教育の拡充 
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Ⅳ地域包括ケア体制 

＜こうほうえんの目指す地域包括ケア＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

  

⽇本経営品質賞の考え方に基づき経営品質向上活動

を⾏ってきました。その活動の⼀環として、経営幹部の

対話を通じて法⼈の価値観を「互恵互助」と呼ばれる冊

⼦にまとめ、全職員に配布しています。 

 

大切にしたい価値観「互恵互助」 

「地域との共⽣」に基づいた事業経営として、「エリア

制度」を導⼊しています。 

市、区といった地域を 1 単位として捉え、介護⽼⼈

福祉施設、⽼⼈保健施設、サービス付き⾼齢者向け住

宅、ホームヘルプサービス、デイサービス、障がい福

祉サービス、保育所などの複数事業を設置し、これを

「ヘルスケアタウン」と呼んで途切れのない地域に密

着したサービス提供を⾏っています。 

特に、サービスを個として捉えるのではなく地域の

視点で捉え、介護施設と保育所の合築、介護施設と障

がい者施設の併設など、従来単独で考えられていた福

祉制度を⼀体として捉え、⾼齢者、障がい者、保育等、

地域福祉をトータルで支えるサービス体制を構築して

います。 

 

「わたくしたちは 地域に開かれた 地域に愛される地域に信頼される『こうほうえん』を目指します」

こうほうえんは鳥取県に法⼈本部を置き、1987 年（昭和 62年）境港市に特別養護⽼⼈ホームさかい幸朋苑を開設
して以来、地域住⺠が必要とするサービスを介護、保育、医療、障がいといった制度の枠にとらわれず、地域ニーズ
を先取りした総合的な福祉サービスとして提供してきました。 
 基本方針を「わたくしたちは サービス業のプロとして、正しい情報を提供し、自分が受けたい保健・医療・福祉
サービスの提供・改善に努めます」と掲げ、「福祉はサービス業である」との考えのもと、サービス提供にあたっては
常に「利用者中⼼のサービス」を実践しています。 
 「こうほうえんのサービス」を提供することで周辺の福祉サービスが競合し、より質の⾼いサービスが⾏われ地域
に還元される。そしてその地域全体の福祉サービスの質が上がっていく。このスキーム自体が社会福祉法⼈の使命で
もあり、当法⼈の「地域」にこだわる理由でもあります。 

私たちの目指す究極の QOL（Quality of Life）は「“ここに”住んでいて良かった。」と地域の方に思って頂く事で
す。そして 

「“ここに”こうほうえん があって良かった。」 
 
 地域からそういわれることが法⼈としての最大の喜びであり、その実践のために常に新たな地域にチャレンジして
きました。 

質の⾼い介護、医療、保育、障がいサービスの提供を通して地域に貢献し、より暮らしよい「地域」を実現する。
更には、法⼈が蓄積してきたノウハウと⼈財とを最大限活用した結果を全国に発信し、⽇本全体の福祉レベルを上げ
ていく。地域、引いては⽇本の福祉に貢献したいとの思いで⽇々経営しています。 

介護 保育 リハビリ 

地域を中心とした事業展開 

⽇々の朝礼で唱和するだけで

なく、法⼈の中期目標から個⼈目

標まで、互恵互助との繋がりをも

って設定し、職員の⼈事考課にお

いても「互恵互助」の項目を元に

評価するなど、職員の納得を得つ

つ法⼈の活動に⼀貫性を持たせ

ています。 

 

法人概要



 

①地域との防災協定の締結 
事業所が所在する市町村、自治会との間で積極的に地

域防災協定を締結するとともに、鳥取、東京ともに職員
が地域の消防団員として活動しています。事業所は緊急
時の避難場所としても活用され、地域資源として地域と
の協⼒関係を構築しています。 
 
②低所得者への対応 
「⽣計困難者に対する介護保険サービスに係る利用者負
担軽減制度事業」「無料低額診療事業」だけでなく法⼈独
自の減免制度を設ける等、積極的な減免を⾏っています。

 
③コンプライアンスの徹底 

監査制度はもとより第三者評価や情報公開など法⼈の
透明性向上の取組みを積極的に⾏っています。 
▽常勤監事・総務部法務課の監査対応 
▽情報公表 ▽苦情解決第三者委員会 
▽オンブズマン制度「ふれあいの橋の会」 
 
④介護の魅⼒の向上 

介護技術を競うコンテストである「AJCC（All Japan 
Care Contests）」の主管法⼈として、2011 年度以降、
毎年の開催に尽⼒しています。 

 
⑤地域貢献活動 

砂丘⼀⻫清掃、認知症サポータ養成研修など積極的な
社会貢献活動、ボランティアの受け⼊れを⾏っています。

②ＩＳＯ9001 の取得 
2001 年 9 ⽉に福祉業界初の法⼈全体

でのＩＳＯ9001 を取得しました。現在
は、より経営全体でのサービスの質向上
を目指し、⽇本経営品質賞の考え方を導
⼊した経営改善を⾏っています。 
 
③エビデンス（根拠）に基づいたサービ
スの提供 

英国ブラッドフォード大学によって
開発された⼿法ＤＣＭ（Dementia Care 
Mapping）を導⼊し、認知症ケアのレベ
ル向上を図っています。現在は慶應義塾
大学とDCMを職員教育に活用するため
のツールを共同開発しています。 

＜会社概要＞ 
法人名：社会福祉法人 こうほうえん 
代表者：理事長 廣江 研  
所在地：鳥取県境港市誠道町 2083 番地 
設立年月：1986 年７月設立 
ホームページ：http://www.kohoen.jp/ 
職員数：約２，１４５名 
事業所数：１１５ 
事業総数：２００（平成２５年９月１日現在） 

職員教育の充実・人財への投資 社会福祉法人としての社会的責任

サービス向上の取組み 

「⼈財と苦情を２大財産」として掲げ、苦情を積極的に
組織に取り⼊れる活動を⾏うとともに、「⼈材」を「⼈
財」と読み替え、積極的な⼈財への投資、育成と⼈事管
理を⾏っています。 
 
①教育体制と研修プログラム 

1999年から社会福祉法⼈としては数少ない教育研修
⼈財部を設置し、⼈財へ投資することが⼀般企業の研究
開発にあたるものと考え、収⼊の約 1％を教育研修、福
利厚⽣費として計上することを目標に掲げて各種教育、
採用、⼈事制度の充実を図っています。 

 
②法⼈研究発表 

1997 年から年 1 回、法⼈の全職員を対象とした法⼈
研究発表会を開催しています。発表題数は毎年 150 題
を越え、1 年間の研究結果を発表する場としてだけでな
く、職員が直接交流しノウハウを共有する場としても機
能しており、職員のやる気の向上にも繋がっています。
 
③ワーク・ライフ・バランスの実現 

職員⼀⼈⼀⼈がいきいきと働くことができてこそ、質
の⾼いサービスが提供できると考えています。職員が働
き甲斐を持てる職場環境を構築するため、⼈事考課制度
をはじめ様々な仕組みを構築しています。法⼈本部内に
健康管理室を設置するとともに、メンタルヘルスとワー
ク・ライフ・バランスを検討する専門委員会「⼼の健康
づくり委員会」を設置しています。 

事業内容［介護サービス］ 介護入所定員 ：１，６６２名 
その他各種在宅サービス ５３事業 

［保育サービス］ 保育定員：８５６名（夜間含む９ヶ所）  
［医療サービス］ 回復期リハビリテーション専門病院：４８名 

                   在宅サービス（通所リハ、訪問リハ） 
主な事業所 鳥取県境港市誠道町、上道町、 

米子市上後藤、石井、錦海町、鳥取市浜坂、西町 
東京都北区浮間、品川区西大井、江東区新砂 
板橋区向原（平成２６年４月予定） 

④抑制廃⽌・抑制ゼロの実施 
「2001 抑制廃⽌宣⾔」を表明し、
抑制廃⽌に向けての活動を展開し
ました。2002 年 3 ⽉には抑制ゼロ
を達成、現在まで抑制ケースゼロを
維持しています。 
 
⑤利用者の声を積極的に取り込ん
だサービス改善 

「苦情と⼈財は 2 大財産」と位置
付け、ご利用者アンケートやオンブ
ズマン制度である「ふれあいの橋の
会」活動により、積極的な意⾒の収
集、改善、公開のサイクルを回し、
サービスの質を⾼めています。 

①利用者への約束 
ご利用者と私たち法⼈職員とは地域の福祉を構成する上での対等なパートナーであるとの考えから、ご利用者の

権利と尊厳を尊重したサービス提供に対する法⼈の姿勢を⺬すとともに、ご利用者にも職員に思いやりをもって接
していただくよう“お約束とお願い”を全事業所に掲⺬しています。 


	医療機関や介護事業者の一層の連携
	法人概要


<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


